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ご連絡先・お問い合わせ先 三井住友海上火災保険株式会社 山形支店米沢支社
米沢市金池５－３－２
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中小企業向け貸倒保証制度
ご加入のおすすめ

法人会の団体保険制度：取引信用保険

この制度は法人会会員専用の保険制度であり利用することで
売掛金回収の不安が軽減され安心して取引ができます。

貸倒れリスクに備えていますか？

例えば500万円の貸倒損失を取り戻すためには…

売掛金貸倒損失 500万円 必要な売上 1億円
利益率5%の場合

大きな負担に…

保険期間 平成２7年８月１日～平成２8年７月３１日
【保険期間開始後も毎月１日を補償開始日として随時申込み（中途加入）ができます。】
毎月１５日までに申込みならびに保険料払い込みをいただいた場合（注）の保険期間は、翌月１日～平成２8年７月３１日となります。
（注）保険料払い込みをいただいた場合、保険料の払込猶予に関する特約を付帯した場合を除きます。

中小企業向け貸倒保証制度のメリット

対外信用力の向上
売上債権の保全となり、金融機関等の
お取引先（債権者）に対する貴社の信
用力の向上が期待できます。

与信管理の充実・向上

貸倒損失の平準化
貸倒リスクを一定額の保険料負担によ
り保険に転嫁することで、費用を平準
化することが可能となります。

キャッシュフローの安定化
貸倒金額の一定部分を保険金として受
け取ることができるので、貸倒発生時
の影響を軽減することができます。

貴社の与信管理に引受保険会社の審査
が加わり、お取引先（債務者）に対する与
信管理の充実・向上が図れます。

このご案内は保険の特徴を説明したものです。詳細は法人会の団体保険制度：取引信用保険（中小企業向け貸倒保証制度）
パンフレットをご覧ください。　B15-100372   使用期限：2016 年 7 月 31 日

２０１６新年号

第 34 号（通巻 35 号）発行　平成28年１月31日　公益社団法人長井法人会　長井市館町北6-27 TEL 0238－88－3960
FAX 0238－88－3823e-mail info@nagai-ho.jp   URL:http://www.nagai-ho.jp

　飯豊町どんでん平スノーパークは毎週土日祝日、午前10：00から午後4：00までいいで「どんでん平ゆり園」
駐車場を会場に開園しております。スノーモービル試乗体験やバナナボート試乗体験、ストラックアウト・ス
ノーシューなどが体験できます。
　また、高低差12mの巨大すべり台が常設されており、スノーチューブで滑り降りる体感速度は大人の方でも充
分にお楽しみいただけます。年齢を選ばず体験できるアトラクションが充実しておりますので「子供会行事」や
「育成会行事」に最適です。
＜詳しいお問い合わせ＞　飯豊町観光協会内どんでん平スノーパーク事務局　　電話0238－86－2411
　みんなで「飯豊の雪」を満喫！スリル満点！超「レア」体験がみんなを待っています！ご家族・ご友人同士で
ぜひご来園下さい！お待ちしておりま～す！

記事写真提供・飯豊町観光協会どんでん平スノーパーク（飯豊町）
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新春のお慶びを申し上げます新春のお慶びを申し上げます

公益社団法人長井法人会
　会長　平　　忠一

長井税務署
　署長　斎藤正昭　氏 

　新年明けましておめでとうございます。

　皆様におかれましては、気持ちも新たにすがすが
しい一年の始まりをお迎えのこととお慶び申し上げ
ます。旧年中は、会員の皆様をはじめ、役員並び
に税務当局や関係団体各位の深いご理解とご協力
を賜り、心より感謝申し上げます。
　さて、法人会では昨年３月に「法人会は税のオピ
ニオンリーダーとして　企業の発展を支援し　地域
の振興に寄与し　国と社会の繁栄に貢献する　経
営者の団体である」とする新たな理念を掲げました。
この理念に基づき、公益社団法人として「税」を
中心に据え、より一層地域社会に貢献できる事業を
展開して参りたいと存じます。
　まずは、地方自治体への提言活動です。中小企
業を取り巻く環境が少しでも改善するよう地域に
沿った要望に力を注いで参ります。単に要望をまと
め陳情して終わりではなく、税制改正は日本の将来
を見通す指標とし、制度の周知徹底に努めたいと
存じます。さらに私たちの血税が無駄に使われてい
ないか？税の使い道にも関心が向くような事業も展
開して参りたいと存じます。
　二つ目は、租税教育事業です。日本の将来を担
う子供たちを対象としたこれまでの租税教育活動に、
さらに力を注いで参りたいと存じます。
　ところで、今年の干支は丙申（ひのえさる）です。
陽明学者の安岡正篤氏の著書によると「丙」は「あ
きらか」とか「強い」という意味があり「丙」の上
の「一」は思い切って伸びる陽気を表すそうです。
干支の意味にあるように、新年の日本経済がデフレ
から脱却し、本格的な景気回復が軌道に乗り、地
方経済も強く伸張する年になってほしいものです。
　結びにあたり、皆様のご繁栄とご健勝を心からご
祈念申し上げ、新年の挨拶といたします。

新年のご挨拶
　平成２８年の年頭に当たり、公益社団法人長井
法人会の皆様方に謹んで新年のお慶びを申し上げ
ます。
　公益社団法人長井法人会の役員並びに会員の皆
様方には、平素から税務行政につきまして、深い御
理解と多大な御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
本年もこれまでと同様に、お力添えを賜りますよう
お願いいたします。
　公益社団法人長井法人会におかれましては、多
岐にわたる社会貢献事業の中で、税知識の普及並
びに納税意識の高揚を目標に揚げておられます。
特に本年は小学生の租税教室の拡大を予定してい
るなど、組織を挙げて税の普及活動に積極的に取
組んでいることに感謝する次第です。
　さて、本年 1 月からはマイナンバー制度の運用
が始まっています。これまであらゆる機会を通して事
業者の制度に関する周知・広報に努めてきたとこ
ろですが、今後は、納税者等からの質問や相談に
加え、本人確認をはじめとする窓口対応も本格化す
ることになりますが、丁寧かつ適切に対応すること
としております。
　また、まもなく平成 27 年分の所得税等の確定申
告期を迎えますが、昨年末は消費税の軽減税率の
導入議論等が活発に行われ、「税」に対する国民
の関心は非常に高まっています。
　税務署では、本年も納税者の皆様をお待たせし
ないよう、円滑な確定申告会場の運営に努めてま
いりますが、会員の皆様におかれましては、ｅ-Ｔａｘ
の利用や国税庁ホームページの確定申告書等作成
コーナーを是非活用していただきますよう、従業員
の方々への周知を含め御協力をお願い申し上げます。
　結びにあたり、新たな年が公益社団法人長井法
人会のますますの御発展と会員の皆様方の御繁栄
の年となりますよう心から祈念いたしまして、年頭
の挨拶とさせていただきます。

●セミナー・講演会

●11/4　税を考える週間記念講演会　講師・菅井敏之氏
●6/18-19　●8/26-27　4回開催　　　
マイナンバー制度対応講座　長井・小国 会場
講師・堀越俊一郎氏　山形税務署広報広聴官

●5/12　女性部会総会講演会
　講師・ラフターヨガ　山口考子氏

●6/23　3時間でわかる総務・庶務の実務　 　
　講師・松本健吾氏

●9/18　税改正説明会
　講師・海老名信乃氏

●6/5　飯豊支部総会記念講演会 　
　6/12　白鷹支部総会記念講演会
　　　　講師　星長井税務署長

●9/14白鷹支部鮎貝八幡宮見学/御祈祷/講話 ●10/28　 会員交流会　（長井南長井北支部主催）

●10/31　古田歌舞伎公演　小国小学校
　社会貢献事業（花道舞台助成）

●10/16　税に関する絵はがきコンクール
　　選考会

●9/11  女性部会視察研修会
　　　　山形パワーセンター銀山温泉
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全
法
連
主
催
の
全
国
大
会
が
十

月
八
日
徳
島
県
連
の
主
管
で
全
国

か
ら
約
一
七
〇
〇
名
の
参
加
を
得
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
会
か
ら
は
丸

山
芳
行
理
事
が
参
加
。

　
大
会
一
部
は
、「
日
本
の
里
山
に
、

こ
ん
な
仕
事
・
移
住
企
業
も
あ
り
ま

す
よ
」と
題
し
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。第
二
部

は
式
典
来
賓
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、そ

の
後
、会
員
増
強
等
の
表
彰
、租
税

教
育
の
事
例
発
表
が
あ
り
、大
会
宣

言
を
読
み
上
げ
終
了
し
ま
し
た
。次

回
は
、長
崎
県
で
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
仙
台
国
税
局
長
の
小
原
昇
氏

と
長
井
税
務
署
長
斎
藤
正
昭
氏

の
表
敬
訪
問
を
受
け
ま
し
た
。

　
平
会
長
か
ら
、ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
推

進
活
動
や
次
世
代
を
担
う
子
供

た
ち
が
よ
り
関
心
を
持
っ
た
も

ら
う
た
め
の
税
教
育
へ
の
取
組

等
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
各
単
位
会
で
は
、

全
国
大
会
で
取
り
纏
め

た
平
成
二
十
八
年
度
税

制
改
正
に
向
け
た
提
言

書
を
持
参
し
、
各
首
長

に
対
し
提
言
活
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
会
で
も
江
口
俊
雄

副
会
長
・
芳
賀
康
雄
監

事
が
、
白
鷹
町
役
場
を

訪
問
し
、
佐
藤
誠
七
町

長
に
提
言
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。人
口
減
少
対

策
雇
用
確
保
等
暮
ら
し

や
す
い
町
づ
く
り
に
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

白
鷹
町
長
へ

税
制
改
正
提
言
活
動

仙
台
国
税
局
長

　
　表
敬
訪
問

▼

左
か
ら
芳
賀
監
事
、

　
提
言
書
を
手
渡
す

　
江
口
副
会
長
受
け

　
取
る
佐
藤
町
長

▲左から平会長 , 小原局長 , 斎藤署長

平成28年度税制改正に関するスローガン

○厳しい財政状況を踏まえ、
　　　国・地方とも行財政改革の徹底を！
○中小企業の力強い成長なくして、
　　　　　　　　　　真の経済再生なし！
○法人の実効税率を早期 20％台に引き下げ、
　　　　　　軽減税率１５％本則化の実現を！
○中小企業の円滑な事業承継のために、
　　　　欧州並みの本格的な税制の創設を！

平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　
　
　
　
　
地
方
自
治
体
へ
の
提
言
・
重
点
項
目

地
方
分
権
の
必
要
性
は
、
国
・
地
方
の
財
政
や
行
政
の
効
率
化
を
図
る

だ
け
で
な
く
、
地
方
活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
強
調
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
そ
の
基
本
理
念
が
地
方
の
自
立
・
自
助
に
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
政
府
が
進
め
る
地
方
創
生
で
も
こ
の
基
本
理
念
を
十
分
に

認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
財
政
を
健
全
化
す
る
た
め
に
は
、
国
だ
け
で
な
く
地

方
の
財
政
規
律
の
確
立
も
欠
か
せ
な
い
。
地
方
交
付
税
改
革
を
さ
ら
に

進
め
、地
方
行
政
に
必
要
な
安
定
財
源
の
確
保
や
行
政
改
革
に
つ
い
て
も
、

自
ら
の
責
任
で
企
画
・
立
案
し
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

１
．
地
方
の
あ
り
方

消
費
税
引
き
上
げ
は
国
民
に
痛
み
を
求
め
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、

そ
の
理
解
を
得
る
に
は
地
方
を
含
め
た
政
府
・
議
会
が
「
ま
ず
隗
よ
り

始
め
よ
」
の
精
神
に
基
づ
き
自
ら
身
を
削
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
直

ち
に
明
確
な
期
限
と
数
値
目
標
を
定
め
て
改
革
を
断
行
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

（
１
）
公
務
員
の
人
員
と
人
件
費
の
削
減

　
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
公
務
員
の
人
員
削
減
と
能
力
を
重
視

し
た
賃
金
体
系
に
よ
り
人
件
費
を
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
国
家

公
務
員
に
準
拠
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
民
間
企
業
の
実
態
に
準
拠

し
た
給
与
体
系
に
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
２
）
議
員
定
数
と
報
酬
の
削
減

　
地
方
議
会
は
大
胆
に
ス
リ
ム
化
し
、
よ
り
納
税
者
の
視
点
に
立
っ
て

行
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
議
員
報

酬
の
一
層
の
削
減
と
政
務
活
動
費
の
適
正
化
を
求
め
る
と
と
も
に
、
行

政
委
員
会
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
も
日
当
制
を
導
入
す
る
な
ど
見
直
す

べ
き
で
あ
る
。

２
．
行
政
改
革
の
徹
底

（
１
）
固
定
資
産
税
は
、
都
市
計
画
税
と
合
せ
て
評
価
方
法
お
よ
び
課
税
方

式
を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
は
賦
課
課

税
方
式
で
あ
り
、
納
税
者
が
自
ら
申
告
す
る
者
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

制
度
に
対
す
る
不
信
感
も
一
部
見
受
け
ら
れ
る
。
地
方
自
治
体
は
、
納

税
者
に
対
し
て
分
か
り
易
い
説
明
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
２
）
地
方
税
に
つ
い
て
は
応
益
課
税
の
原
則
を
考
慮
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、

中
小
企
業
は
経
営
基
盤
が
弱
く
、
担
税
力
が
低
い
こ
と
等
か
ら
、
法
人

事
業
税
の
外
形
標
準
課
税
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
。

（
３
）
事
業
所
税
は
固
定
資
産
税
と
二
重
課
税
的
な
性
格
を
有
す
る
こ
と
か

ら
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

（
４
）
住
民
税
の
超
過
課
税
は
法
人
に
対
し
て
安
易
に
課
す
べ
き
で
は
な
い
。

（
５
）
法
定
外
目
的
税
は
法
人
に
対
し
て
安
易
に
課
す
べ
き
で
な
い
。

３
．
地
方
税
関
係

Lathe Precision Engineering
オンリーワン企業をめざして

有限会社ナカヤマ製作所

江　口　俊　雄
代表取締役

〒992-0774
山形県西置賜郡白鷹町大字山口 3746
ＴＥＬ 0 2 3 8 8 5 0 0 6 9

E-mail t_eguchi@gaea.ocn.ne.jp
ＦＡＸ 0 2 3 8 8 5 0 0 7 0

髙橋工務店

より豊かな明日の地域社会の
　　　　　　　　　　発展に貢献する

代表取締役

尾 形 和 夫
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租税教育・部会事業
出
前
租
税
教
室

（
青
年
部
会
）

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
・
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
（
女
性
部
会
）

平成28年税の絵はがきカレンダー

　
青
年
部
会
で
は
、
長
井
西
置
賜
管

内
の
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
、
昨

年
十
二
月
か
ら
今
年
二
月
ま
で
租
税
教

室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は

十
校
の
小
学
校
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
、

当
会
の
青
年
部
会
員
が
講
師
を
務
め
ま

し
た
。

　
一億
円
の
レ
プ
リ
カ
を
実
際
持
っ
た
り
、

ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
り
と
体
験
型
の

学
習
で
す
。
児
童
か
ら
の
鋭
い
質
問
に

押
さ
れ
な
が
ら
も
、
将
来
を
担
う
子

供
た
ち
の
姿
を
頼
も
し
く
感
じ
て
参
り

ま
し
た
。

　
今
後
は
女
性
部
会
員
で
も
講
師
が

務
め
ら
れ
る
よ
う
研
修
を
重
ね
、
子
供

達
と
共
に
税
に
つ
い
て
学
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

租税教室開催小学校（開催順）

①Ｈ27 年 12 月 15 日 ◆平野小学校
②Ｈ28 年　1 月 19 日 ◆西根小学校
③　〃　　 1 月 20 日 ◆小国小学校
④　〃　　 1 月 21 日 ◆飯豊第一小学校
⑤　〃　　 1 月 22 日 ◆伊佐沢小学校
⑥　〃　　 1 月 26 日 ◆添川小学校
⑦　〃　　 1 月 27 日 ◆荒砥小学校
⑧　〃　　 2 月 1 日 ◆飯豊第二小学校
⑨　〃　　 2 月 9 日 ◆豊田小学校
⑩　〃　　 2 月 15 日 ◆蚕桑小学校

　
女
性
部
会
で
は
、
日
本
の
未
来
を
担
う
小
学

生
の
皆
さ
ん
に
「
税
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　
八
回
目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、
長
井
西
置
賜

管
内
十
六
校
あ
る
小
学
校
の
内
十
五
校
か
ら
参

加
い
た
だ
き
、
四
四
五
枚
も
の
作
品
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
年
々
児
童
数
が
減
少
し
て
行
く

中
で
、
応
募
数
だ
け
は
上
昇
で
き
ま
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
改
め
て
関
係
者
各
位
の
ご
協
力
の

賜
物
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
品
を
三
〇
点
選

出
す
る
選
考
会
で
は
、
女
性
部
会
役
員
の
他
外

部
選
考
委
員
と
し
て
斎
藤
紘
子
先
生
（
元
小
学

校
教
諭
）
を
お
招
き
し
、
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら

言
葉
と
絵
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
何
と
か
選
考

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
甲
乙
付
け
が
た
い
作
品

ば
か
り
で
す
。
そ
の
作
品
を
載
せ
て
作
っ
た
カ

レ
ン
ダ
ー
が
左
記
で
す
。

　
購
入
希
望
の
方
は
当
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

願
い
ま
す
。無
料
で
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

啓
蒙
活
動
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に

存
じ
ま
す
。

新春セミナー 一般公開無料講演会

日時　平成 28 年 2 月 24 日（水）午後 3 時～

演題　落語で学ぶ相続 / 遺言 / 事業承継
講師　木崎海洋氏（こころ亭久茶）
　　　　行政書士きざき法務オフィス代表・ファイナンシャルプランナー

どこの家庭でも起こりうる相続問題。その難しい話を、相続トラブルの解決
実勢を多数もつ実務家が、相続・遺言・事業承継にまつわる問題や解決法
を落語風におもしろく解決します

主催　長井法人会青年部会・女性部会

き  ざき かいよう きゅうちゃ

公
社
・
長
井
法
人
会

会

　
　
　長

　平

　
　
　忠

　一

税
制
委
員
長

　金

　田

　和

　夫
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租税教育・部会事業
出
前
租
税
教
室

（
青
年
部
会
）

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
・
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
（
女
性
部
会
）

平成28年税の絵はがきカレンダー

　
青
年
部
会
で
は
、
長
井
西
置
賜
管

内
の
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
、
昨

年
十
二
月
か
ら
今
年
二
月
ま
で
租
税
教

室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は

十
校
の
小
学
校
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
、

当
会
の
青
年
部
会
員
が
講
師
を
務
め
ま

し
た
。

　
一億
円
の
レ
プ
リ
カ
を
実
際
持
っ
た
り
、

ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
り
と
体
験
型
の

学
習
で
す
。
児
童
か
ら
の
鋭
い
質
問
に

押
さ
れ
な
が
ら
も
、
将
来
を
担
う
子

供
た
ち
の
姿
を
頼
も
し
く
感
じ
て
参
り

ま
し
た
。

　
今
後
は
女
性
部
会
員
で
も
講
師
が

務
め
ら
れ
る
よ
う
研
修
を
重
ね
、
子
供

達
と
共
に
税
に
つ
い
て
学
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

租税教室開催小学校（開催順）

①Ｈ27 年 12 月 15 日 ◆平野小学校
②Ｈ28 年　1 月 19 日 ◆西根小学校
③　〃　　 1 月 20 日 ◆小国小学校
④　〃　　 1 月 21 日 ◆飯豊第一小学校
⑤　〃　　 1 月 22 日 ◆伊佐沢小学校
⑥　〃　　 1 月 26 日 ◆添川小学校
⑦　〃　　 1 月 27 日 ◆荒砥小学校
⑧　〃　　 2 月 1 日 ◆飯豊第二小学校
⑨　〃　　 2 月 9 日 ◆豊田小学校
⑩　〃　　 2 月 15 日 ◆蚕桑小学校

　
女
性
部
会
で
は
、
日
本
の
未
来
を
担
う
小
学

生
の
皆
さ
ん
に
「
税
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　
八
回
目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、
長
井
西
置
賜

管
内
十
六
校
あ
る
小
学
校
の
内
十
五
校
か
ら
参

加
い
た
だ
き
、
四
四
五
枚
も
の
作
品
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
年
々
児
童
数
が
減
少
し
て
行
く

中
で
、
応
募
数
だ
け
は
上
昇
で
き
ま
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
改
め
て
関
係
者
各
位
の
ご
協
力
の

賜
物
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
品
を
三
〇
点
選

出
す
る
選
考
会
で
は
、
女
性
部
会
役
員
の
他
外

部
選
考
委
員
と
し
て
斎
藤
紘
子
先
生
（
元
小
学

校
教
諭
）
を
お
招
き
し
、
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら

言
葉
と
絵
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
何
と
か
選
考

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
甲
乙
付
け
が
た
い
作
品

ば
か
り
で
す
。
そ
の
作
品
を
載
せ
て
作
っ
た
カ

レ
ン
ダ
ー
が
左
記
で
す
。

　
購
入
希
望
の
方
は
当
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

願
い
ま
す
。無
料
で
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

啓
蒙
活
動
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に

存
じ
ま
す
。

新春セミナー 一般公開無料講演会

日時　平成 28 年 2 月 24 日（水）午後 3 時～

演題　落語で学ぶ相続 / 遺言 / 事業承継
講師　木崎海洋氏（こころ亭久茶）
　　　　行政書士きざき法務オフィス代表・ファイナンシャルプランナー

どこの家庭でも起こりうる相続問題。その難しい話を、相続トラブルの解決
実勢を多数もつ実務家が、相続・遺言・事業承継にまつわる問題や解決法
を落語風におもしろく解決します

主催　長井法人会青年部会・女性部会

き  ざき かいよう きゅうちゃ

公
社
・
長
井
法
人
会

会

　
　
　長

　平

　
　
　忠

　一

税
制
委
員
長

　金

　田

　和

　夫



３ ８
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全
法
連
主
催
の
全
国
大
会
が
十

月
八
日
徳
島
県
連
の
主
管
で
全
国

か
ら
約
一
七
〇
〇
名
の
参
加
を
得
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
会
か
ら
は
丸

山
芳
行
理
事
が
参
加
。

　
大
会
一
部
は
、「
日
本
の
里
山
に
、

こ
ん
な
仕
事
・
移
住
企
業
も
あ
り
ま

す
よ
」と
題
し
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。第
二
部

は
式
典
来
賓
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、そ

の
後
、会
員
増
強
等
の
表
彰
、租
税

教
育
の
事
例
発
表
が
あ
り
、大
会
宣

言
を
読
み
上
げ
終
了
し
ま
し
た
。次

回
は
、長
崎
県
で
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
仙
台
国
税
局
長
の
小
原
昇
氏

と
長
井
税
務
署
長
斎
藤
正
昭
氏

の
表
敬
訪
問
を
受
け
ま
し
た
。

　
平
会
長
か
ら
、ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
推

進
活
動
や
次
世
代
を
担
う
子
供

た
ち
が
よ
り
関
心
を
持
っ
た
も

ら
う
た
め
の
税
教
育
へ
の
取
組

等
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
各
単
位
会
で
は
、

全
国
大
会
で
取
り
纏
め

た
平
成
二
十
八
年
度
税

制
改
正
に
向
け
た
提
言

書
を
持
参
し
、
各
首
長

に
対
し
提
言
活
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
会
で
も
江
口
俊
雄

副
会
長
・
芳
賀
康
雄
監

事
が
、
白
鷹
町
役
場
を

訪
問
し
、
佐
藤
誠
七
町

長
に
提
言
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。人
口
減
少
対

策
雇
用
確
保
等
暮
ら
し

や
す
い
町
づ
く
り
に
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

白
鷹
町
長
へ

税
制
改
正
提
言
活
動

仙
台
国
税
局
長

　
　表
敬
訪
問

▼

左
か
ら
芳
賀
監
事
、

　
提
言
書
を
手
渡
す

　
江
口
副
会
長
受
け

　
取
る
佐
藤
町
長

▲左から平会長 , 小原局長 , 斎藤署長

平成28年度税制改正に関するスローガン

○厳しい財政状況を踏まえ、
　　　国・地方とも行財政改革の徹底を！
○中小企業の力強い成長なくして、
　　　　　　　　　　真の経済再生なし！
○法人の実効税率を早期 20％台に引き下げ、
　　　　　　軽減税率１５％本則化の実現を！
○中小企業の円滑な事業承継のために、
　　　　欧州並みの本格的な税制の創設を！

平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　
　
　
　
　
地
方
自
治
体
へ
の
提
言
・
重
点
項
目

地
方
分
権
の
必
要
性
は
、
国
・
地
方
の
財
政
や
行
政
の
効
率
化
を
図
る

だ
け
で
な
く
、
地
方
活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
強
調
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
そ
の
基
本
理
念
が
地
方
の
自
立
・
自
助
に
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
政
府
が
進
め
る
地
方
創
生
で
も
こ
の
基
本
理
念
を
十
分
に

認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
財
政
を
健
全
化
す
る
た
め
に
は
、
国
だ
け
で
な
く
地

方
の
財
政
規
律
の
確
立
も
欠
か
せ
な
い
。
地
方
交
付
税
改
革
を
さ
ら
に

進
め
、地
方
行
政
に
必
要
な
安
定
財
源
の
確
保
や
行
政
改
革
に
つ
い
て
も
、

自
ら
の
責
任
で
企
画
・
立
案
し
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

１
．
地
方
の
あ
り
方

消
費
税
引
き
上
げ
は
国
民
に
痛
み
を
求
め
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、

そ
の
理
解
を
得
る
に
は
地
方
を
含
め
た
政
府
・
議
会
が
「
ま
ず
隗
よ
り

始
め
よ
」
の
精
神
に
基
づ
き
自
ら
身
を
削
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
直

ち
に
明
確
な
期
限
と
数
値
目
標
を
定
め
て
改
革
を
断
行
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

（
１
）
公
務
員
の
人
員
と
人
件
費
の
削
減

　
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
公
務
員
の
人
員
削
減
と
能
力
を
重
視

し
た
賃
金
体
系
に
よ
り
人
件
費
を
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
国
家

公
務
員
に
準
拠
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
民
間
企
業
の
実
態
に
準
拠

し
た
給
与
体
系
に
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
２
）
議
員
定
数
と
報
酬
の
削
減

　
地
方
議
会
は
大
胆
に
ス
リ
ム
化
し
、
よ
り
納
税
者
の
視
点
に
立
っ
て

行
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
議
員
報

酬
の
一
層
の
削
減
と
政
務
活
動
費
の
適
正
化
を
求
め
る
と
と
も
に
、
行

政
委
員
会
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
も
日
当
制
を
導
入
す
る
な
ど
見
直
す

べ
き
で
あ
る
。

２
．
行
政
改
革
の
徹
底

（
１
）
固
定
資
産
税
は
、
都
市
計
画
税
と
合
せ
て
評
価
方
法
お
よ
び
課
税
方

式
を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
は
賦
課
課

税
方
式
で
あ
り
、
納
税
者
が
自
ら
申
告
す
る
者
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

制
度
に
対
す
る
不
信
感
も
一
部
見
受
け
ら
れ
る
。
地
方
自
治
体
は
、
納

税
者
に
対
し
て
分
か
り
易
い
説
明
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
２
）
地
方
税
に
つ
い
て
は
応
益
課
税
の
原
則
を
考
慮
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、

中
小
企
業
は
経
営
基
盤
が
弱
く
、
担
税
力
が
低
い
こ
と
等
か
ら
、
法
人

事
業
税
の
外
形
標
準
課
税
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
。

（
３
）
事
業
所
税
は
固
定
資
産
税
と
二
重
課
税
的
な
性
格
を
有
す
る
こ
と
か

ら
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

（
４
）
住
民
税
の
超
過
課
税
は
法
人
に
対
し
て
安
易
に
課
す
べ
き
で
は
な
い
。

（
５
）
法
定
外
目
的
税
は
法
人
に
対
し
て
安
易
に
課
す
べ
き
で
な
い
。

３
．
地
方
税
関
係
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山形県西置賜郡白鷹町大字山口 3746
ＴＥＬ 0 2 3 8 8 5 0 0 6 9

E-mail t_eguchi@gaea.ocn.ne.jp
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髙橋工務店

より豊かな明日の地域社会の
　　　　　　　　　　発展に貢献する

代表取締役

尾 形 和 夫
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新春のお慶びを申し上げます新春のお慶びを申し上げます

公益社団法人長井法人会
　会長　平　　忠一

長井税務署
　署長　斎藤正昭　氏 

　新年明けましておめでとうございます。

　皆様におかれましては、気持ちも新たにすがすが
しい一年の始まりをお迎えのこととお慶び申し上げ
ます。旧年中は、会員の皆様をはじめ、役員並び
に税務当局や関係団体各位の深いご理解とご協力
を賜り、心より感謝申し上げます。
　さて、法人会では昨年３月に「法人会は税のオピ
ニオンリーダーとして　企業の発展を支援し　地域
の振興に寄与し　国と社会の繁栄に貢献する　経
営者の団体である」とする新たな理念を掲げました。
この理念に基づき、公益社団法人として「税」を
中心に据え、より一層地域社会に貢献できる事業を
展開して参りたいと存じます。
　まずは、地方自治体への提言活動です。中小企
業を取り巻く環境が少しでも改善するよう地域に
沿った要望に力を注いで参ります。単に要望をまと
め陳情して終わりではなく、税制改正は日本の将来
を見通す指標とし、制度の周知徹底に努めたいと
存じます。さらに私たちの血税が無駄に使われてい
ないか？税の使い道にも関心が向くような事業も展
開して参りたいと存じます。
　二つ目は、租税教育事業です。日本の将来を担
う子供たちを対象としたこれまでの租税教育活動に、
さらに力を注いで参りたいと存じます。
　ところで、今年の干支は丙申（ひのえさる）です。
陽明学者の安岡正篤氏の著書によると「丙」は「あ
きらか」とか「強い」という意味があり「丙」の上
の「一」は思い切って伸びる陽気を表すそうです。
干支の意味にあるように、新年の日本経済がデフレ
から脱却し、本格的な景気回復が軌道に乗り、地
方経済も強く伸張する年になってほしいものです。
　結びにあたり、皆様のご繁栄とご健勝を心からご
祈念申し上げ、新年の挨拶といたします。

新年のご挨拶
　平成２８年の年頭に当たり、公益社団法人長井
法人会の皆様方に謹んで新年のお慶びを申し上げ
ます。
　公益社団法人長井法人会の役員並びに会員の皆
様方には、平素から税務行政につきまして、深い御
理解と多大な御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
本年もこれまでと同様に、お力添えを賜りますよう
お願いいたします。
　公益社団法人長井法人会におかれましては、多
岐にわたる社会貢献事業の中で、税知識の普及並
びに納税意識の高揚を目標に揚げておられます。
特に本年は小学生の租税教室の拡大を予定してい
るなど、組織を挙げて税の普及活動に積極的に取
組んでいることに感謝する次第です。
　さて、本年 1 月からはマイナンバー制度の運用
が始まっています。これまであらゆる機会を通して事
業者の制度に関する周知・広報に努めてきたとこ
ろですが、今後は、納税者等からの質問や相談に
加え、本人確認をはじめとする窓口対応も本格化す
ることになりますが、丁寧かつ適切に対応すること
としております。
　また、まもなく平成 27 年分の所得税等の確定申
告期を迎えますが、昨年末は消費税の軽減税率の
導入議論等が活発に行われ、「税」に対する国民
の関心は非常に高まっています。
　税務署では、本年も納税者の皆様をお待たせし
ないよう、円滑な確定申告会場の運営に努めてま
いりますが、会員の皆様におかれましては、ｅ-Ｔａｘ
の利用や国税庁ホームページの確定申告書等作成
コーナーを是非活用していただきますよう、従業員
の方々への周知を含め御協力をお願い申し上げます。
　結びにあたり、新たな年が公益社団法人長井法
人会のますますの御発展と会員の皆様方の御繁栄
の年となりますよう心から祈念いたしまして、年頭
の挨拶とさせていただきます。

●セミナー・講演会

●11/4　税を考える週間記念講演会　講師・菅井敏之氏
●6/18-19　●8/26-27　4回開催　　　
マイナンバー制度対応講座　長井・小国 会場
講師・堀越俊一郎氏　山形税務署広報広聴官

●5/12　女性部会総会講演会
　講師・ラフターヨガ　山口考子氏

●6/23　3時間でわかる総務・庶務の実務　 　
　講師・松本健吾氏

●9/18　税改正説明会
　講師・海老名信乃氏

●6/5　飯豊支部総会記念講演会 　
　6/12　白鷹支部総会記念講演会
　　　　講師　星長井税務署長

●9/14白鷹支部鮎貝八幡宮見学/御祈祷/講話 ●10/28　 会員交流会　（長井南長井北支部主催）

●10/31　古田歌舞伎公演　小国小学校
　社会貢献事業（花道舞台助成）

●10/16　税に関する絵はがきコンクール
　　選考会

●9/11  女性部会視察研修会
　　　　山形パワーセンター銀山温泉
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ご連絡先・お問い合わせ先 三井住友海上火災保険株式会社 山形支店米沢支社
米沢市金池５－３－２

ＴＥＬ ０２３８－２２－７６４５
〒992－0012

中小企業向け貸倒保証制度
ご加入のおすすめ

法人会の団体保険制度：取引信用保険

この制度は法人会会員専用の保険制度であり利用することで
売掛金回収の不安が軽減され安心して取引ができます。

貸倒れリスクに備えていますか？

例えば500万円の貸倒損失を取り戻すためには…

売掛金貸倒損失 500万円 必要な売上 1億円
利益率5%の場合

大きな負担に…

保険期間 平成２7年８月１日～平成２8年７月３１日
【保険期間開始後も毎月１日を補償開始日として随時申込み（中途加入）ができます。】
毎月１５日までに申込みならびに保険料払い込みをいただいた場合（注）の保険期間は、翌月１日～平成２8年７月３１日となります。
（注）保険料払い込みをいただいた場合、保険料の払込猶予に関する特約を付帯した場合を除きます。

中小企業向け貸倒保証制度のメリット

対外信用力の向上
売上債権の保全となり、金融機関等の
お取引先（債権者）に対する貴社の信
用力の向上が期待できます。

与信管理の充実・向上

貸倒損失の平準化
貸倒リスクを一定額の保険料負担によ
り保険に転嫁することで、費用を平準
化することが可能となります。

キャッシュフローの安定化
貸倒金額の一定部分を保険金として受
け取ることができるので、貸倒発生時
の影響を軽減することができます。

貴社の与信管理に引受保険会社の審査
が加わり、お取引先（債務者）に対する与
信管理の充実・向上が図れます。

このご案内は保険の特徴を説明したものです。詳細は法人会の団体保険制度：取引信用保険（中小企業向け貸倒保証制度）
パンフレットをご覧ください。　B15-100372   使用期限：2016 年 7 月 31 日

２０１６新年号

第 34 号（通巻 35 号）発行　平成28年１月31日　公益社団法人長井法人会　長井市館町北6-27 TEL 0238－88－3960
FAX 0238－88－3823e-mail info@nagai-ho.jp   URL:http://www.nagai-ho.jp

　飯豊町どんでん平スノーパークは毎週土日祝日、午前10：00から午後4：00までいいで「どんでん平ゆり園」
駐車場を会場に開園しております。スノーモービル試乗体験やバナナボート試乗体験、ストラックアウト・ス
ノーシューなどが体験できます。
　また、高低差12mの巨大すべり台が常設されており、スノーチューブで滑り降りる体感速度は大人の方でも充
分にお楽しみいただけます。年齢を選ばず体験できるアトラクションが充実しておりますので「子供会行事」や
「育成会行事」に最適です。
＜詳しいお問い合わせ＞　飯豊町観光協会内どんでん平スノーパーク事務局　　電話0238－86－2411
　みんなで「飯豊の雪」を満喫！スリル満点！超「レア」体験がみんなを待っています！ご家族・ご友人同士で
ぜひご来園下さい！お待ちしておりま～す！

記事写真提供・飯豊町観光協会どんでん平スノーパーク（飯豊町）


